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総合学科高校における時間割作成（系列選択）の諸問題と資格取得への実践

元　山梨県立甲府城西高等学校　総合学科　エレクトロニクスコース

（現　富士北稜高等学校　総合学科　電気情報系列　情報エレクトロニクスコース）　坂本　雄輔

1．総合学科とは（平成24年度学校説明会
	 資料より引用）
　山梨県で総合学科高校が誕生して今年で16
年目になりました。本校は総合学科の先駆けの
高校です。総合学科は「生徒ひとりひとりの豊
かな個性に対応するため，自由で柔軟に学習で
きる学科」です。普通科目（国語・数学・英語
など）を中心に学習することも，専門科目（福
祉・家庭・スポーツ健康・機械・電気・商業・
情報）を中心に学習することもできます。した
がって，大学入試に備えることも，就職に備え
ることもできます。
　将来に対する目的を探し，自分の将来の職業
を考えることができるのが，総合学科高校です。
2．本校の特色（平成24年度学校説明会資
	 料より引用）と工業系列の現状
①　幅広い選択科目と自分で作る時間割
　生徒の興味・関心，進路に応じて，幅広く開
設された普通科目と専門科目（約120科目）の
中から，必要な科目を選択し自分だけの時間割
で勉強することができます。
②　柔軟な進路設計
　進学の場合，普通科高校のように文科系・理
科系の枠にとらわれず，自分の進路に必要な科
目や興味・関心のある科目を選んで，無駄のな
い充実した学習をすることもできます。
　専門科目の場合は，1つの専門分野を深く学
習することもできますし，複数の分野に興味が

ある場合は両方を学習して，自分の進路に生か
すことも可能です。
③　単位制の導入
　1年次では普通教科（国語・数学・英語など）
を中心に全員同じ科目を学びますが，2・3年
次ではホームルームや学年の枠にとらわれずに，
学びたい科目を選択し，自分だけの学習計画で
学べるしくみ（単位制）を採用しています。
④　少人数指導
　総合学科は，開設科目が多いため，少人数で
の授業が行われます。受講する生徒はわかりや
すく丁寧な指導を受けることができます。
⑤　進路ガイダンスの充実
　1年次で「産業社会と人間」という科目を開
設し，将来の進路選択や2・3年次の科目選択
についてガイダンスを実施しています。「産業
社会と人間」では，社会人を講師に招いたり企
業や大学の見学を授業の中に組み込み，将来の
進路選択をより具体的なものとできるように工
夫をしています。
⑥　学習と部活の両立
　大学等進学を目指す生徒のためのビデオ講座
を開講しています。いつでも繰り返し視聴でき
る利点を生かし部活動の予定や自分のペースに
合わせた効果的な受講で，部活動との両立を図
りながら基礎学力の充実や応用力の養成に成果
をあげています。（引用終わり）
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端末のGPS機能を使用したデジタルのスタンプ
ラリーイベント主催用アプリの開発を行った。
　このことは，平成24年12月に天満橋のエル
大阪にて厚生労働省の「人気産業活用人材育成
事業」生徒発表会の場で，「城工房」の活動報
告にてプレゼンテーションし，スタンプラリー
イベントは平成25年2月～3月に実施，朝日新
聞大阪版にも紹介された。これが契機となり，
複数の機関からこのデジタル・スタンプラリー
アプリを活用した事業連携の申し入れを受け，
6月には大阪府立の支援学校と連携しての防災
スタンプラリーアプリの開発を行い，近畿工業
高等学校長協会からも優秀賞を戴いた。
　今後は，観光産業と事業連携を図り，アプリ
を活用した地域交流につなげる活動を計画。8
月下旬には地域企業見学会を城工房社員や学校
設定教科「チャレンジタイム」受講生，保護者，
希望教員とともに貸し切りバスで実施。11月
には北九州市観光課へのアプリ販促と環境企業
見学に出かける。「チャレンジタイム」は平成
24年度から各学年の希望者による1単位増単位
認定教科としてスタートした。「インターンシ
ップ」「城工房研修生」「個人起業」を実施。韓国
ソンドン工業高校や米国メモリアル高校との国
際交流，子育て支援センターとの連携事業も実
施した。また本校は平成26年度から「地域産
業連携重点型」の工科高校として，地域コミュ
ニティーの中核をめざすことが決定した。

15．おわりに
　設立から3年が経過し，これまでに171件の
玩具修理を行ってきた。1件につき数個の玩具
を持ち込まれる場合もあるため，実際の修理玩
具数量は2倍以上になる。この間，生徒たちは
たくさんの笑顔や感動と巡り会い，そして多く
の方からの応援や協賛のご支援を賜り，生徒た
ちが大きく成長することに結びついた。このプ
ロジェクトがここまで発展したのも，これまで
の生徒たちの活躍もさることながら，本校教職
員や起業プロジェクト特別非常勤講師のデザイ
ン事務所スペースQ代表津田光明様，事業を支
えていただいた関係機関の方々，保護者の皆様
のご支援とご協力の賜物と深く感謝申しあげま
す。

＊「城工房」で検索し，本校人材育成事業のサ
イトから電子ブックをダウンロードできます。

デジタルスタンプラリー用アプリ画面

城工房活動の概要

防災スタンプラリーアプリ画面
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　このように，本校は工業科2系列を含む8つ
の系列群から約120科目の授業を自由に選択で
きる総合学科高校である。生徒自身が履修した
い科目を自由に選ばせた結果，進路に結びつか
なかったり，望ましい学力が身につかなかった
りなどの点から，近年では各系列で必履修科目
の設定が行われている。しかし本校は開校当初
の学校経営理念に近く，必履修科目は設けたが
比較的自由に選択でき，系列変更も可能である。
そのため，さまざまな履修パターンの生徒に対
応する必要があり，苦労している。現在山梨県
には5校の総合学科高校が設置されているが，
後発校は本校のような総合学科単科ではない。
単科であっても系列の概念が強く，科目選択の
自由度が低い場合や，職業科を置かず，進学型
の総合学科であったりする。（後述あり）
　また安定した履修者の確保という問題がいつ
もつきまとうが，甲府城西高校の工業科で学び
たいという意志をもって入学する生徒は少なく，
入学後のガイダンスで履修者を確保するしかな
い。以前と比べ，中学3年生での学科選択が難
しいからとりあえず総合学科という生徒は減少
傾向にあり，だいたい何を学びたいのか決めて
入学してきているような気がする。ここ数年は
男子生徒の入学者数が増え，工業科全体の人数
は増えているが，結局メカトロニクス系列と生
徒の取り合いになってしまっている。さらに，
実習科目でペーパー試験がないからという理由
で無秩序に履修する生徒も見受けられ，苦労し
ている。このような生徒は，望ましい履修計画
で学習している生徒と学習内容や理解度に差が
あるため，足を引っ張ってしまう。（基礎的な
ことを繰り返さざるを得ず，発展的な内容に進
めない。）この現象は次年度の教育課程では実
習の選択群の工夫により，解消が期待できる。
履修者の安定した確保のため，少ない履修ガイ
ダンスの機会₁ だけでなく日頃の教育活動でい
かにアピールしていくのかが大切になる。

3．山梨県の現状と本校エレクトロニクス
	 系列の現状（資料）
・山梨県内の総合学科高校
県立北杜高校（普通科，理数科，総合学科）←
普通科，農業科，商業科の合併統合
県立富士北稜高校（総合学科）←工業科，商業
科の合併統合
県立笛吹高校（普通科，食品化学科，果樹園芸

山梨県　高等学校生徒の学科別生徒数の割合の推
移（全日　公・私）　普通科は除く

平成24年度「学校パンフレット」より抜粋
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科，総合学科）←普通科，農業科の合併統合
県立上野原高校（［進学を重視した］総合学科）
←既存の学校の学科改編
4．エレクトロニクス系列の取組
①　資格取得への実践
・教育課程の見直し
　「電気基礎」（4単位），「電気実習」（4単位）を
セット履修（同時に履修）させることにより，
6月の第二種電気工事士筆記試験に向けての対
策を可能とした。
・課外の工夫
　本校は部活動が盛
んであったり，進学
者対象のビデオ学習
が放課後にあったり
するため，放課後の
時間に制約を受けやすい。そのため，2度同じ
内容で課外を行い，生徒が参加しやすいような
環境づくりをしている。本校の系列授業は全て
2年次から始まるため，次年度の履修者に対し
て1月末から課外を行う。課外の内容は，計算
問題等は後回しにして，電気工事の様子が分か
るビデオを見せたり，プロジェクターを使って
鑑別の問題をやったりして，嫌になってしまわ
ないように，また，各自で学習できるような展
開をしている。
・山梨県立産業技術短期大学校との連携授業 

［基礎力の向上］
　平成21年度より山梨県立産業技術短期大学

校（以下産技短）との連携授業を行っている。
これは産技短の先生が本校に4回程度来校して
授業をしてくれるものである。過去の内容は「セ
ンサ回路」，「ソーラーライントレースカーの電
源回路設計」，「マイコン制御」である。本校で
は扱わない領域もあるので，授業以外での生徒
の知識・技能向上が期待でき，また生徒の感想
を見ても好評であることが分かる。
・出前授業（関東電気保安協会）［基礎力の向上］
　教科「電気基礎」において，「電気安全教室」
というテーマで関東電気保安協会から講師の先
生が来校し，電気を安全に使うための説明や実
験を行った。身近に起きる電気現象など分かり
やすい説明で，実験もより理解を深めるものと
なった。
②　系列帰属意識を高めるための実践
・オープンスクールへの参加

エレクトロニクス系列開設科目　延べ履修者数の
推移。H25は未確定。

電気実習の様子

　夏休みに行われる
中学生向けオープン
スクールには，毎年
約千人の中学3年生
の参加がある。系列
の生徒に自ら学習し オープンスクールでの発表

てきたことや体験してきたことを発表し，系列
の紹介をさせる。
・ものづくりと各種大会への参加
　平成22年度から全国ソーラーラジコンカー
コンテストや，ロボコンやまなしへ参加するた

出前授業の様子
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平成24年度「学校パンフレット」より抜粋
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めの取組を行っている。授業内でアイデアや意
見を出し合い製作し，製作したもので競技に参
加するという経験により，達成感や系列の仲間
とものづくりをしたという思い出（楽しさ・苦
労）を得ることができる。ロボコンやまなしソ
ーラーカー競技においては，産技短との連携授
業で教わった知識や技能を生かして，近年上位
入賞を果たしている。現在は全国産業教育フェ
ア（さんフェア岡山2012）に向け作品を制作
している。
5．おわりに
　これは山梨県の先生方に総合学科高校の現状
を知ってもらいたくて，昨年度電気電子情報分
科会で発表したものである。実践内容は工業高
校ではごく当たり前のことかもしれないが，そ
れを総合学科高校で実践しようとすると多くの
苦労が伴う。企業や上級学校から求められる人
材は工業高校と同じレベルであり，限られた環

境の中では苦労が多い。しかし，工業高校では
ない本校の生徒には工業の知識プラスアルファ
（メカ系列や他系列の勉強やキャリア教育…な
ど）が身についている。そのような生徒たちの
ために今後は特に企業に向けてのアピールを行
い新規企業開拓の必要性を感じる。
6．追記
　前述の通り，本稿は平成23年度山梨県工業
教育部会電気電子情報分科会で発表し，平成
24年度関東甲信越地区電気教育研究会秋季研
究協議会（栃木大会）で発表したものである。
後者の発表では拙い内容で研究発表に相応しい
ものなのか不安もあったが，多くの先生方から
意見や質問をいただく中で，私自身も改めて本
テーマについて考えさせられる良い機会となっ
た。内容は発表当時のものなので多少古いもの
も含まれている。現在は新しい教育課程の下，
生徒も技能検定電子機器組立3級など今までに
挑戦したことのなかった資格や検定にも意欲的
に取り組み，「ジュニアマイスターゴールド」
を取得できそうな生徒が多くいると聞いている。

₁　1年次では教科「産業社会と人間」内で20
分程度系列説明をする機会が1度ある。2年次
ではそのような機会が無い。

全国ソーラーラジコンカーコンテストin白山　にて

ロボコンやまなし　にて

2012年3月14日付山梨日日新聞より
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